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陸前高田市震災復興事業 「希望のかけ橋」の設計・施工
巨大ベルトコンベヤ搬送設備用吊橋

小野澤　龍　介・加　藤　秀　樹・北　澤　　　剛

陸લ高田市のඃ災市֗地復興土地区ը整理事業のうち，高田地区・今ઘ地区の高台造成工事において，
土࠭࠾取地から۷した岩石ٴび土࠭をかさ上げ地区まで輸ૹするखஈにベルトコンベヤを用いた。この
ベルトコンベヤは，શ長 3 Lm，్ 中にؾ仙川をԣஅするՕ所（1 Օ所），国道など道路をԣஅするՕ所（4
Օ所）がある。この中で，ؾ仙川をԣஅするՕ所のՏ川෯は 190 m あり，様々な理由からベルトコン
ベヤ用の橋梁としてはલ例のない吊橋形式を用いた。このベルトコンベヤ用吊橋は，「ر望のかけ橋」と
名けられ，震災復興のシンϘルとして「ح跡の一本松」とともにしまれている。本ߘでは，この橋梁
の設計・施工について報告する。
キーワードɿ  ر望のかけ橋，吊橋，έーϒルクレーン，震災復興，CM 方式，大ن模造成，ベルトコンベ

ヤ，ഁࡅ設備

1．はじめに

本工事は，東日本大震災の地震と大によってਙ
大なඃ害を受けた岩ख県陸લ高田市のඃ災市֗地土地
区ը整理事業の一として，高台住地となる今ઘ地
区の山を۷し，発生した土࠭やߗ岩をഁࡅ設備にて
300 mm 以下にഁࡅ後，ベルトコンベヤにて高速ൖૹ
し，高田地区のかさ上げ工事を行う。ベルトコンベヤ
設備は，શԆ長で 3 Lm あり，Ԇ 509 ສ m3 と非
常に大なྔの土࠭やߗ岩をൖૹするものである。本
仙川の渡Տ部ؾ，はこのベルトコンベヤ設備の中でߘ
に設ஔしたベルトコンベヤઐ用の୯ؒܘ補߶ܻ吊橋

（ౝபؒ 220 m）の設計・施工を報告する。
・事業施行者ɿ陸લ高田市 
・工事発者ɿ独立行政法人都市࠶生機構 
・工事受者ɿ  清水・西松・青あすなろ ŋ Φリエン

タルコンサルタンツ・国ߤࡍ業 JV
・業　務　名ɿ  陸લ高田市震災復興事業の工事施工に

関する一ମ的業務
・工　　　期ɿ  平成 24 年 12 月 11 日ʙ平成 30 年 3 月

31 日（平成 26 年 6 月現在）

2．ベルトコンベヤ設備の概要

本工事のベルトコンベヤ設備のશܠを写真─ 1 に
ࣔす。

このベルトコンベヤ設備は，今ઘ地区の山を۷し
て࠾取した土࠭をԾஔき場までൖૹする設備である。
本事業のうち，今ઘ地区ઌ行整備エリアから۷され
る高台の土࠭や岩石は， 644 ສ m3（ൖૹ土ྔ 509
ສ m3 ؚΉ）に上り，東京ドームにࢉすると 5 分ݸ
以上となる。この大ྔの土࠭や岩石を迅速にԾஔき場
へൖૹするく，ベルト෯ 1.8 m，速 250 m/mJn，
最大ൖૹྔ 6000 t/h という国内最大ڃのൖૹ能ྗに
て早期ྃを目指している。

特集＞＞＞　橋梁
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土࠭の࠾取地とൖૹઌであるԾஔき場は，2 Տ川ڃ
であるؾ仙川をڬんでおりそれͧれӈ؛ࠨ，؛にҐஔ
するため，ベルトコンベヤはこのՏ川をԣஅする必要
があり，本橋の設ஔを行った。

本橋はベルトコンベヤ設備の一部を構成するԾ設構
造物であり，༧定ڙ用期ؒは平成 26 年 3 月ʙ平成 27
年 9 月の 19 ϲ月ؒである。

3．河川横断設備の概要

・形　　式ɿ  ୯ؒܘ補߶ܻ吊橋（ベルトコンベヤઐ用）
・ܻ　　長ɿ221 m
・支 ؒ 長ɿ220 m（ʹౝபؒ）
・෯　　һɿ6.4 m
・ओִؒࡧɿ6.0 m
・ओ ࡧ ɿ7ʵПܘ 56（7 ʷ 37）
・吊　　ࡧɿ1ʵП 20（7 ʷ 7）
・耐 風 ɿ2ʵПࡧ 56（7 ʷ 37）
・載ՙ設備ɿ  ベルトコンベヤ（定ஔフレーム式）
　　　　　　最大ൖૹྔ 6000 t/h 

一般図を図─ 1，2 およびベルトコンベヤॾ元を表
─ 1 にࣔす。

4．河川横断設備の形式について

ベルトコンベヤがԣஅするؾ仙川のՏ川ԣஅ設備の
当ॳҊは，ࢅ橋構造であった。しかし，以下のような
課題があった。
仙川は，サέが上するՏ川でベルトコンベヤ渡ؾ・

Տ部近は，サέのړ場の近くである。Տ川ڥの
ม化により，पลのړ業の復興のげとならないよ
うՏ川ڥに対してࡉ心の配ྀを行う必要がある

（上流部には，サέマスั֫࠾ཛ場や;化場がある）。
・サέの上期ؒɿ9 ʙ 1 月，サέの์流期ؒɿ3，4

月となるため，作業期ؒに大きな੍を受ける。
・陸中海؛国立公園特ผ地域範ғ内のための設ஔखଓ

きやそのଞ֤छखଓきや協ٞに時ؒを要する。
・震災復興事業であり，迅速に事業を進させる必要

がある。
部の水設ஔ工事とಉ時期の施工ޱ仙川下流のՏؾ・

であり，橋梁ղମ時に作業ધの৵入がෆ可能となる
ため，Տ川内構造物のఫڈがࠔ難となる。
以上の課題をղܾするため，Տ川内に橋脚等の設ஔ

がෆ要な 200 m ఔの支ؒ長を持ち，設ஔ・ղମの
作業においてもՏ川内に立入らず，Տ川ڥにӨڹを
༩えない橋梁形式となる吊橋構造を࠾用した。
（設ஔ・ఫڈのトータルコストൺֱにおいても吊橋

構造の方が安Ձであった。）

දᴷ 1　ϕルτίϯϕϠॾݩ

総Ԇ長  3000 m
ベルト෯ 1.8 m
速　 250 m/mJn

ൖૹ能ྗ
6000 t/h（10 t ダンプトラック
600 台 /hr に相当）

ベルトコンベヤ　高さ 13 ʙ 22 m
望のかけ橋 支ؒ長ر 220 m
望のかけ橋 ओౝ高ر 42.6 m

ਤᴷ 2　橋Ұൠਤʢଆ໘ਤʣ

ਤᴷ 1　橋Ұൠਤʢஅ໘ਤʣ
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5．吊橋の設計

仙川のԣஅ部にベルトコンベヤ用としては，લ例ؾ
のない吊橋構造を用いた。一般的に吊橋形式は，έー
ϒル構造がメイン部ࡐであり，引ுྗには強くѹॖྗ
に対しては߅が΄とんどないため，載ՙՙ重や֎ྗ
によるӨڹを受けやすい，つまり部ࡐがม形し༳れや
すい構造である。

設ஔ༧定場所は，ྟ海部でありஅଓ的に強い風がਧ
く地域である。ベルトコンベヤ設備をؾ条݅にࠨӈ
されずに安定して運転させるためには，大ྔの土࠭等
の積載物によるՙ重（以下，活ՙ重）と強風による風
ՙ重に対する部ࡐม形やたわみを੍する必要があっ
た。このため，橋શମの߶を上げ，耐風安定性が増
す補߶ܻ形式を࠾用した。補߶ܻは，橋に載ՙされる
活ՙ重や風ՙ重を補߶ܻにより広範ғに分ࢄさせओࡧ

（メインέーϒル）にྗを伝ୡし，ہ所的なม形を防
͙役ׂを担う。また，橋のશମ߶性が上がるため，活
ՙ重や風ՙ重等֎ྗによるたわみを小さくえること
ができる。

たわみྔは，Ԗ直方向と橋࣠直֯方向のそれͧれに
対して੍限を設け，たわみの੍を行った。

Ԗ直方向たわみ੍限Ў[a は，活ՙ重とݕ時ՙ
重のたわみの合計とし，Ў[aʹL/350（ʹ628 mm）
以下となるようにݕ౼した。また，ԣ方向たわみ੍限
Ўya は，ベルトコンベヤの運転条݅に合わせて，
設計風速 20 m/T 時の風ՙ重によるたわみとし，Ў
ya ʻ L/300（ʹ733 mm）以下になるようにݕ౼した。

設計計ࢉにおいて，Ԗ直方向のたわみЎ[ʹ531 mm
となり，੍ 限（628 mm）以下となり題は生͡なかっ
た。ԣ方向たわみЎy は，補߶ܻのみの場合，Ўyʟ́
1099 mm となり，੍ 限（733 mm）を超աするため，
その対策として耐風ࡧを設ஔし，Ўyʹ664 mm に
え，੍限内とした（写真─ 2）。

この݁Ռ，本橋のたわみྔはえられ，ベルトコン
ベヤ設備の安定したૢ業運転が可能となった。

ڈ部構造としては，本橋は，Ծ設構造物でありఫࡉ
をલఏに接合部の設計を行った。通常，吊橋のओౝは，
継खの効率性や؍ܠを考ྀして現場༹接を࠾用するこ
とが多いが，ఫڈ時の作業性を考ྀし，フランジ継ख
を࠾用した。

補߶ܻの接合には，作業性が良いトルシア型高ྗϘ
ルトとղମ性が良い֯高ྗϘルトのそれͧれのར
を生かした֯トルコンϘルトを࠾用した。この֯
トルコンϘルトは，トルシア型高ྗϘルトとಉ様にక
࣠ྗを管理するピンテール部を༗し，Ϙルト頭の形
状を通常の֯形とした高ྗϘルトである（図─ 3）。

補߶ܻについては，工場製作期ؒの短ॖを図るた
め，補߶ܻの部ࡐには ) 形鋼などの形鋼をメインと
したシンプルな構造とし，工期短ॖを図った（写真─
3）。

本橋の防৯仕様は，Ծ設構造物であるため通常は，
ʠࡺ止めϖイントʴ合成樹ࢷϖイントʡであるが，ྟ
海部であり非常にݫしい৯ڥのため，ʠม性エϙ
キシ樹ࢷృྉ下ృʴϙリレタン樹ࢷృྉ上ృʡとい
う耐ީ性・防ࡺ性能がより高いృྉを࠾用した。

ࣸਅᴷ 2　෩ࡧ ࣸਅᴷ 3　ิ߶ܻ形ঢ়ʢԾཱʣ

ਤᴷ 3　֯τルίϯϘルτ
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6．吊橋の施工

下部工の施工は，鋼管ߌ（П 1200 mm）基ૅ形式
に 3C 構造のٯ T 式橋脚，ओࡧおよび耐風ࡧのアン
カレッジの下部工を施工した。ߌ基ૅは支持ߌ形式と
し，ߌ長の最大長は 36 m であり，ߌ本数はશମで 71
本施工した。

上部工の施工は，まずओౝのՍ設を行い，キャット
Υーク場をओౝؒに設ஔし，έーϒルクレーン設
備を組立後，これを用いて֤छέーϒルྨおよび補߶
ܻのՍ設を行った（写真─ 4，図─ 4，5）。

上部工のうちメインέーϒル等の施工はओࡧ，吊
の順にՍ設し，Տ川内にベント等ࡧ補߶ܻ，耐風，ࡧ
のԾ設構造物設ஔをせず，Տ川にӨڹを༩えないよう
に配ྀした。鋼製部ࡐはશて工場にて製作を行い，Ծ
組ྃࠪݕ後に現場にൖ入した。શ長 220 m の補߶
ܻは֤ओ構を 21 のϒϩックに分ׂして輸ૹし，陸上
にて補߶ܻの地組みを行った。地組ヤードには地組立
用Ս台を設ஔし，ෳ数台を一に組立できる施設を設
けた。また，地組み作業時に定ஔフレームやϩーラー
ྨ等のベルトコンベヤ設備とՍ設用場を補߶ܻにਾ
け，Տ川上かつ高所作業を極ྗえるよう配ྀし作
業効率を高めた（写真─ 5）。

補߶ܻのՍ設順ংは，たわみྔが最も大きくなる支

ؒ中央からࠨӈ対শに行い，ࠨӈのόランスを保ちな
がらՍ設し，そのࡍέーϒルのたわみྔ管理を行い部
の接合を行った。݁Ռ，すての工ఔにおいてແ事ࡐ
─した（写真ྃແ災害にて吊橋のՍ設がނ 6）。

Տ川上での作業をݮすることにより，工期短ॖ・
安શ性向上・Տ川ڥへのӨڹをえ，早期の土࠭ൖ

ࣸਅᴷ 4　Սઃঢ়گʢέʔϒルΫϨʔϯ༻ʣ

ਤᴷ 4　ิ߶ܻՍઃܭըਤ

ਤᴷ 5　橋ࢪϑϩʔਤ

ࣸਅᴷ 5　ཱ༻Ս
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ૹ開࢝にݙߩすることができた。
本吊橋は，陸લ高田市内の小学ߍ在ߍ生から名শを

ื集し，「ر望のかけ橋」と໋名され，平成 26 年 3 月

24 日に陸લ高田市長をは͡め，吊橋を名づけた小学
生をটし，ベルトコンベヤのൖૹ開࢝式を࠵した（写
真─ 7）。

現在，ڊ大ベルトコンベア施設とともに本吊橋は，
໋名された「ر望のかけ橋」の名の通り，「ح跡の一
本松」と並ぶ࢟が陸લ高田市の復興のとなってい
る（写真─ 8，9）。

7．おわりに

本橋梁をؚΉベルトコンベヤ設備は，平成 26 年 3
月より運転を開࢝しており，順ௐに 20000 m3/ 日（ダ
ンプトラック 4000 台）ఔの土࠭をൖૹしている。
6 月現在，༧定ൖग़ྔの 90ˋがྃしているが，一日
も早い陸લ高田市の復興をめ͟し，関者一ಉいを
込め，શྗで取り組んでいく所存である。

8．参考 

【Googleストリートビュー公開（未来へのキオク）】
63 都市機構が岩ख県内で進めている震災復興事業

の 工 事 進  状 گ を ス ト リ ー ト ビ ϡ ー ٴ び Photo 
4phere（順࣍公開༧定）で記録・発信するプϩジΣ
クト。ීஈݟることができない工事現場内の様子がご
ཡいただけます…　httpT://www.mJraJLJoLu.com/

【陸前高田 清水 JVのホームページ】
陸લ高田市震災復興事業の工事施工等に関する一ମ

的業務…　http://www.rt-ThJm[jW.com
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北ᖒ　߶（きた͟わ　つよし）
古Տ産機システムζ㈱
生産本部　小山ಢ工場
設計部　橋梁設計課
課長

加藤　ल樹（かとう　ひでき）
㈱エスシー・マシーφリ
土事業౷ׅ本部
63・3T プϩジΣクトࣨ
陸લ高田事業所
所長

ʦචऀհʧ
小野ᖒ　ཾ介（おの͟わ　りΎうすけ）
清水建設㈱
土事業本部　土技術本部　機械技術部
陸લ高田市震災復興事業作業所
機電課長




